








































































































































































































































































































































































































































































一の導き役たる社会の利害に忠実であった」からである（W.S. Jevons, The State in Relations to 
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かる契約化を前提として、19世紀に入って、一般契約法の適用による近代的雇























とサーバントとの関係は contractualな関係となった」（Ruegg, The Laws regulating the relation of 
































































































































































































































































































































































































































東洋法学　第61巻第 3号（2018年 3 月）
317
